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株主の皆さまには平素より格別のご高配を賜り厚く
お礼申し上げます。

株主の皆さまへ

代表取締役兼社長執行役員CEO

中期経営計画最終年度で目標達成に自信

上半期の営業利益が期初予想を上回ったことに加
え、事業環境を踏まえて通期の営業利益予想を1,050
億円から1,150億円に上方修正しています。経営方針
AGC plus で経営目標として掲げた営業利益1,000
億円以上の達成確度は一層高まりましたが、私たちは
これを通過点と考えています。2025年のありたい姿
を実現し、高収益のグローバルな優良素材メーカーと
なるべく、今後も着実に施策を実施してまいります。

Top Message

2017年上半期業績について

2017年上半期は各事業の出荷数量増や買収した企
業を連結化したことにより、前年同期に比べて650億
円の増収、同94億円の増益となりました。

中間配当金については期初予想どおり1株当たり10
円といたしました。期末配当金についても、期初予想
どおり1株当たり50円（株式併合考慮前の場合は10
円）を予定しています。
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株主の皆さまへ

創立110周年を迎えて

当社は本年9月8日に創立110周年を迎えます。長
きにわたりご支援くださいました株主の皆さまには心
よりお礼申し上げます。

当社は1907年に創業し、当時困難と言われてい
た板ガラスの国産化に成功しました。第一次世界大
戦によってガラス溶解窯を構築する耐火煉瓦や板ガラ
スの原料であるソーダ灰の輸入が難しくなると、耐火
煉瓦やソーダ灰の自給体制を確立し、事業化しまし
た。AGCグループは創業以来、技術革新の歴史の

中で培った世界トップレベルの技術を強みに、「ガラス」
「電子」「化学品」「セラミックス」の事業領域で幅広
い素材・生産技術に基づく独自の素材・ソリューショ
ンを提供しています。今後も、お客様と長期的な信
頼関係を築き、お客様から最初に声がかかる存在で
あり続けます。そして、お客様や社会にとって “無く
てはならない製品” を提供し続け、いつもどこかで、
世界中の人々の暮らしを支えます。

Top Message

商号変更について

当社は、2002年にグローバルグループ一体経営
を始動させるとともに、グループ呼称を旭硝子グ
ループからAGCグループに変え、創立100周年に
あたる2007年にグループブランドをAGCに統一
し、国内外の連結子会社の商号にはAGCを付すこと
を原則としてきました。そして創立110周年を迎え
る本年、グローバルグループ一体経営の総仕上げと
して、AGCグループの中核である旭硝子株式会社
の商号をAGC株式会社に変更することを取締役会

にて決定しました。なお、本商号変更につきまして
は2018年3月下旬開催予定の定時株主総会にてご
審議いただきます。株主の皆さまには何卒ご理解
のほどよろしくお願い申し上げます。

今後も独自の素材・ソリューションを提供し、次
の100年に向けて「AGC」を世界中のステークホ
ルダーから信頼されるグローバルブランドへと成
長させるために、役員、従業員一同全力を尽くす
所存です。



通期上半期累計 通期上半期累計 通期上半期累計

売 上 高 営業利益 親会社の所有者に
帰属する四半期純利益

6,900億円（　　　 ）前年同期比
10.4％増 493億円（　　　 ）前年同期比

23.6％増 375億円（　　　 ）前年同期比
38.9％増
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［セグメント］

各事業の製品出荷数量が増加した
ことに加え、買収した企業が連結に
加わったことにより増収

化学品セグメントが大きく伸び増益 営業利益増により増益

売 上 高 営業利益 親会社の所有者に
帰属する四半期純利益
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2017年度上半期業績のポイント業績ハイライト
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トピックス

AGCの調光ガラス「WONDERLITE®（ワンダーライト）」が、
2017年5月1日に運行を開始したJR東日本の「TRAIN SUITE 
四季島」に採用されました。

四季島は、「時間と空間の移り変わりを楽しむ列車」をテーマ
にしたJR東日本の豪華クルーズトレインです。車両ごとに異なる
コンセプトを扱っていて窓や内装でさまざまな種類のガラスが使
われています。中でも先頭車両の展望エリアは日本の四季おり
おりの眺望を楽しんでもらうことをコンセプトとし、日中快適に
景色をご覧いただくためスイッチ操作によって太陽光の調節機
能を持つ調光ガラス「WONDERLITE®」を採用いただきました。

AGCグループは、新幹線をはじめとする鉄道の安全ガラスを手掛けて50年を超える経験があります。
今後もAGCグループが持つ素材・技術の多様性を活かしながら、経営方針 AGC plus で掲げる「安
心・安全・快適」につながるさらなる製品を開発・提供し続けていきます。

毎年4月にイタリア・ミラノで開催されている、
世界最大級のデザインの祭典であるミラノサロー
ネ。AGCグループは、AGCの持つ素材の可能
性をより一層高める上で、「デザイン」という切り
口が今後ますます重要になると考え、2015年から3年連続で出展しました。

本年のテーマは「Touch」。ガラスを「空間を仕切る」「保護する」「装飾する」といった従来の用途では
なく、「触れる」という新しい視点で見つめ直しています。AGCのガラス加工技術とクリエーションパート
ナーによる新しい発想のコラボレーションで、実際に「触れる」行為を誘発するガラス作品を展示しました。

ミラノサローネの過去3年分の再現展示を含
む創立110周年記念展示イベントを右記のとお
り開催予定です。ぜひお越しの上AGCのガラ
スアートを体感してください。

AGCは、9年ぶりにウェブサイト（www.agc.com）を大幅にリニューアル
しました。AGCグループ全体の情報サイトとして、デザインを一新しています。
スマートフォンからも閲覧しやすくなっていますので、新しくなったAGCウェブ
サイトをぜひご訪問ください。

「WONDERLITE®」がクルーズトレイン「TRAIN SUITE 四季島」に採用

ミラノサローネに3年連続で出展

AGCウェブサイトをリニューアル

写真提供：JR東日本

Photo:Akihide Mishima

日 程  2017年11月18日〜11月26日（予定）
会 場    表参道ヒルズ　スペースオー（入場無料） 

東京都渋谷区神宮前4丁目12番10号
※詳細は当社ウェブサイトおよびFacebook等でも告知します。



切り取ってご利用ください

切
り
取
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い

■ 株主番号（8桁）

■ お名前

■ 参加イベント（希望するものを　でお選びください）

□工場見学会（工場見学会はいずれかの参加日程を○でお選びください）

□ガラス建築ツアー＆対話会（11月25日（土））
111月27日（月）・ 212月11日（月）

■ 性別　　　男・女　　　　　　　　■ 年齢

■ 同伴者　　有・無 　お名前　 　　　　 　　年齢

■ 電話番号

■ ご住所

■ 郵便番号

■ Eメールアドレス

※お名前およびご住所は株主名簿に記載の登録住所・氏名をご記入ください。

同伴者はガラス建築ツアー＆対話会のみ1名様まで可とさせていただ
きます。工場見学会の同伴者はご遠慮ください。（ ）

ふりがな

1 2017年11月27日（月）

2 2017年12月11日（月）

実施
日時

実施
場所

募集
人数

旭硝子（株）鹿島工場 各回30名
（同伴者はご遠慮ください）所　在　地：茨城県神栖市東和田25　

主な事業内容：建築用板ガラスおよび化学品の製造

▪ 費　　用
無料（東京駅までの往復交通費は株主様にてご負担ください）
▪ 注意事項
※ ご見学時は1時間程度の徒歩移動、バスの乗り降りおよび

階段の昇り降りがございます。あらかじめご了承ください。
※ 工場内での撮影は禁止とさせていただきます。あらかじめ

ご了承ください。
※複数日程でのご応募は無効とさせていただきます。

建築用ガラスなどを生産している鹿島工場にて
生産工程見学や製品展示などの工場見学会を
開催します。

株主様向けイベントを開催します!

100－8405   千代田区丸の内1－5－1

旭　　　太　郎　　　　　　　　　様 旭硝子

中間配当金計算書29 12 31
29 1 193

××××××××

旭硝子

中間配当金計算書
××××××××
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・
Ｉ
Ｒ
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行

裏面 宛名面

左の応募用紙にご
記入の上、ハガキ
に貼り付けてご応
募ください。

AGC 
Tour

集合・解散場所
11：00　東京駅周辺集合
18：00　東京駅周辺解散

※ 集合・解散場所の詳細につきましては、当選された
方に郵送するご招待状にてご案内申し上げます。

※ 昼食は当社でご用意いたします。
※ 解散時間は、当日の道路状況等により前後する可能

性があります。あらかじめご了承ください。

株主番号は配当金計算書
に記載しています

鹿島工場見学会



2017年11月25日（土）
13：30～16：30（予定）

実施
日時

募集
人数

会場

計40名（同伴者含む）

AGC Studio周辺
東京都中央区京橋2-5-18 京橋創生館1･2階

▪ 応募要項
対 象 者：  2017年6月30日現在（株式併合前）、当

社株式を1,000株以上ご所有の株主様
応募方法：  郵便ハガキに左記のとおり必要事項を

ご記入の上、送付をお願いします。
（郵送料は株主様にてご負担いただき
ますようお願い申し上げます）

締　　切： 9月30日（土）＊当日消印有効
送 付 先： 〒100-8405   千代田区丸の内1-5-1　 

旭硝子（株）　 
経営企画部 広報・IR室

▪ 費　　用
無料（集合場所までの交通費は株主様にてご負担ください）
▪ 注意事項
※ ガラス建築ツアーでは1時間程度の徒歩移動（約3㎞）がござい 

ます。あらかじめご了承ください。
※ 荒天の場合は建築ツアーの催行を中止する場合がございます。（対話会およびAGC Studioの見学は実施します。）
※ 株主様ご本人のほか、同伴者1名まで参加可能です。ご希望の方は、応募用紙の同伴者欄に必要事項（お名前・年齢）をご記入ください。
　なお、2017年10月中旬まで、AGC Studioはリニューアル工事のため閉館しています。

▪ ご応募前の確認事項
※ ご応募者多数の場合は抽選とさせていただきます。抽選結果

および当日の詳細につきましては、当選された方に2017年
10月末日までに郵送にてお知らせいたします。（送付先は株
主名簿上のお名前・ご住所宛）

※ ご応募の際に、記載事項にもれ等の不備がありますと、ご応募
を無効とさせていただくことがありますので、ご注意ください。

※ 工場見学会、ガラス建築ツアー＆対話会の両方をご応募いた
だくことは可能です。ただし、同一名義での複数のご応募は
無効とさせていただきます。

※ ご応募に際していただいた個人情報は、本株主様向けイベン
トを実施するうえで必要な限りにおいてのみ使用いたします。

当社のショールームであるAGC Studio見学、銀座周辺のガラスを使った建築をめぐるガラス建築ツアー、
当社事業をより一層ご理解いただくための経営幹部による株主様との対話会をセットにしたイベントを開催
します。

株主様向けイベントを開催します!

お問い
合わせ先

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部　
株主様サポートセンター　旭硝子工場見学会・ガラス建築ツアー＆対話会専用窓口

電 話  0120-676-545（通話料無料）　土、日、祝日を除く　9：00～17：00

工場見学会・ガラス建築ツアー＆対話会共通のご案内

※ 集合・解散場所の詳細につきましては、当選された方
に郵送するご招待状にてご案内申し上げます。

AGC Studio（AGCスタジオ） 
ガラス建築ツアー＆対話会
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※ リニューアル工事前の 
AGC Studio外観・内観です。



単元株式数の変更と株式併合について

将来情報に関する注記 
本誌の記載のうち、将来の計画数値、施策などに関する記載については、 
不確定な要素を含んだものであることをご理解ください。

株主Q＆A
Q    株式併合が行われたようですが、2017年の配当金はど

うなるのでしょうか？
A    2017年7月1日をもって、当社株式5株を1株に併合して

います。2017年の中間配当金は、株式併合前の2017
年6月30日が基準日ですので、1株当たり10円となり
ます。期末配当金は、株式併合後の株式に対して1株当
たり50円（併合を考慮しない場合は1株当たり10円）
を予定しています。

Q    株式併合によって1株未満の端数が生じたのですが、ど
のような扱いになるのでしょうか？

A    株式併合によって生じた1株に満たない端数につきまし
ては、会社法の定めに基づき当社が一括して買い取り、
その代金を端数が生じた株主様に対して、端数の割合に
応じて分配いたします。当該代金は、今回の第93期中
間配当金に合算してお支払いいたしますので、同封の

「配当金並びに分配金計算書」をご確認ください。

当社は、2017年3月開催の第92回定時株主総会において株式併合について承認可決されたことを受け、2017年
7月1日をもって、単元株式数の変更および株式併合を実施しました。
今回の株式併合により株主様のご所有株式数は5分の1となりますが、株式併合の前後で会社の資産や資本は変わ
らないため、株式1株当たりの資産価値は5倍になります。株式市況の動向等の他の要因を別にすれば、理論上は、
株主様ご所有の株式の資産価値に変動はありません。

株式の状況 （2017年6月30日現在）
発行済株式総数  ...............  1,175,888,905株（＊）

株主数  ......................................... 56,049名
（単元株以上株主  .........................  45,857名）

（＊）  2017年7月1日をもって、当社株式5株を1株に併合しました。
これにより、発行済株式総数は235,177,781株となりました。

会社概要 （2017年6月30日現在）
名　　称
　通称社名 AGC旭硝子 
 AGC ASAHI GLASS
　登記社名 旭硝子株式会社 
 ASAHI GLASS CO., LTD.
創　　業 1907年9月8日
設　　立 1950年6月1日
資 本 金 90,873,373,264円
本社所在地 
〒100-8405 
東京都千代田区丸の内一丁目5番1号 

（新丸の内ビルディング）
電話（03）3218-5096
連結対象子会社数 
213社（うち海外175社）

株主の状況 （2017年6月30日現在）
（単元株以上）

事業会社・その他法人
11.23%

外国法人・外国人
26.42%

個人・その他
17.44%

金融・証券
44.91%

金融・証券
39.8%

事業会社・その他法人
11.5%

外国法人・外国人
30.9%

個人・その他
17.8%

株式に関するお問合せ先

証券会社等に口座をお持ちの場合 特別口座の場合

口座を開設されている
証券会社等

三菱UFJ信託銀行株式会社（特別口座管理機関）
電話（0120）232-711（通話料無料）

配当金のお支払いについて
配当金は、支払開始の日から満5年を経過いたしますと、定款の定めによ
り、お支払いができなくなりますので、お早めにお受け取りください。
なお、未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払い
いたします。

単元未満株式をご所有の株主様へ
株主様がご所有の当社単元未満株式（1〜99株）につきましては、当社に
対し買取・買増をご請求することができます。お手続き用紙のご請求その
他お手続きの詳細は、下記お問合せ先までご連絡ください。

株式関連情報
事業年度 
毎年1月1日から12月31日まで
定時株主総会開催月　3月
基準日 定時株主総会 12月31日 
 期末配当 12月31日 
 中間配当 6月30日
公告方法　電子公告

［公告掲載アドレス］  
http://www.agc.com

株主名簿管理人・特別口座の口座管理機関 
三菱UFJ信託銀行株式会社
　［電話お問合せ・郵便物送付先］ 
　〒137-8081
　東京都府中市日鋼町1-1 
　三菱UFJ信託銀行株式会社  証券代行部 
　電話（0120）232-711（通話料無料）

単元株式数の変更

1,000株から100株に変更

株式併合

5株を1株に併合

例）効力発生前に1,000株をお持ちの株主様

所有株式数  1,000株 200株
単元・議決権数  １個	 ２個

7月1日
より

（注）   株主名簿管理人および特別口座の口座管理
機関の事務拠点の移転に伴い2017年8月14
日付にて上記のとおり変更しております。


